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 サポーターズ・ニュース 9５号に引き続き、各クラブからの活動報告を紹介します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ササポポーータターーズズ・・ニニュューースス  

群馬県こどもエコクラブ 

高崎北小エコクラブ 地球防衛隊（高崎市） 

☆主な活動内容 

①環境学習会 

・新聞を題材「地球教室」の学習会。 

壁新聞にまとめたり「ドラえもんクイズ」をした 

りしました。 

②環境調査 

・高崎北小学校中校舎側の池の水に、炭（高崎里山 

の会で焼いた炭）を投入し、投入前後の水質の比 

較実験をしました。 

（パックテストで COD を測定） 

③自然観察 

・高崎観音山の一角にある「自然道」の自然観察。 

 講師：高崎里山の会 白石隆夫先生 

④農業体験 

・高崎里山の会の山荘で、農業体験を実施。 

・金井氏の菜園で「タマネギ、ジャガイモ等 

の栽培と収穫」の農業体験。 

⑤キャンプ 

・山荘キャンプ。 

「高崎地球市民の日の」壁新聞作り。 

「朝日新聞の地球教室」の学習会。 

⑥リサイクル活動 

・山荘キャンプの時にアルミ缶のプルトップ回収。 

⑦その他の活動 

・５年目になった七夕山で、竹を切って「流しそうめんの台」を作りました。 

 

＜半年を振り返って＞ 
・今年度も連携継続活動として高崎里山の会や金井氏の菜園。高崎経済大学の 

学生（DNA）のご協力で、活動も活発になりました。 
・「風っ子新聞」に高崎北小エコクラブの活動が掲載されました。 
・８月は猛暑日があり、活動の縮小も余儀なくされましたがこどもたちは自然

界に関心が持てました。 

山荘キャンプ  

流しそうめん台作り  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒371-8570 

前 橋 市 大 手町 1-1-1 

群 馬 県 環 境政 策 課  

こ ど も エ コ ク ラ ブ 群 馬 県

事 務 局  

Tel 027-226-2827 

Fax 027-243-7702 

全国こどもエコクラブの「みんなのエコロジカルあくしょ

ん」～活動レポート～ に投稿したクラブを紹介します。 

★高崎北小エコクラブ 地球防衛隊（群馬県高崎市）  
テーマ：「学校菜園・水質浄化」「山荘キャンプ」 

★グリーンマン（伊勢崎市） 

 テーマ：「廃品回収」 

http://www.j-ecoclub.jp/ecoreport/list_pref.php?id=10  

前橋市児童文化センター 環境冒険隊（前橋市） 

☆主な活動内容 

4 月 

・前橋こども公園で生き物の採集の仕方を学習しました。 

5 月 

・○○会社に気体検知管を使った空気の汚れの調べ方を 

教えてもらいました。 

・群馬昆虫の森へ行き、春の生き物の観察をしました。 

6 月 

・鳴沢湖かに沢で、水に住む生き物の観察をしました。 

・ペットボトルを使った mini 生態系を作りました。 

・勢多農林高校のバイオ科の生徒の皆さんにバイオテクノロジーについて教え 

てもらいました。 

7 月 

・榛名山沼ノ原で山の生き物の観察をしました。 

・桐生市水沼の生き物調査（魚釣り）をしました。（エサをつけたり、絡まっ

た糸をほどいたり、楽しかったけど釣りって大変！。） 

・赤城白川で水生昆虫を採集して水質調査をしました。（例年通り水質階級Ⅰ

でした。） 

8 月 

・駅前のガム取り清掃を行いました。（半日でガムがたくさん取れました。駅

の利用者にインタビューもしました。みんなで使うところはみんなできれい

にしたいです。） 

9 月 

・私たちの住む町の川、利根川の水生昆虫を採集して水質調 

査をしました。（例年通り水質階級Ⅰでした。私たちの住 

む町の川をこれからもきれいにしたいです。） 

・赤城山の勢多農林高校の演習林に行き、勢多農林高校の先 

生と生徒の皆さんに教えてもらい、間伐作業とツリーイン 

グの体験をしました。（自分の身長の何倍もの高さのある木に登るツリーイ

ングは自然と一体になったみたいで楽しかったです。また、間伐作業は木を

切るのに手が疲れました。人の手で自然を守るのってすごく大変だと実感し

ました。） 

 

＜半年を振り返って＞ 
・楽しい自然体験や調査を通して、自分たちの生活している地域の自然環境に 

ついて考え、実践してきました。 
・様々な体験を通して、４月当初に比べ、環境冒険隊としての自然環境に対す 

る関心が高まってきたようです。 


